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実

り

あ

る

２
学

期

に
！ 

 

  

 
 

 

猛
暑
の
夏
休

み
が
終
わ
り
、
先

月
２７
日
（
月
）

か
ら
２
学
期
が

始
ま
り
、
１
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
夏
休
み
中
に
は
、
数
々

の
大
会
や
発
表
会
で
各
部
が
活
躍
を
し
、
た
く
さ
ん
の
賞
状

を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
あ
ち
こ
ち
で
君
た
ち
の
「
が

ん
ば
る
姿
」
「
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
」

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
詳
細
は
裏
面
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

今
年
は
、
災
害
の
多
い
年
で
す
。
大
阪
北
部

地
震
、
西
日
本
集
中
豪
雨
、
命
に
か
か
わ
る
猛

暑
、
い
く
つ
も
の
台
風
、
そ
の
中
で
も
９
月
４
日(

火)

の
台

風
21
号
は
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
の
猛
威
を
直
に

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
北
海
道
南
西
部
を
震
源
と
し
た
強

い
地
震
。
自
然
界
の
猛
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
生
活
を
し

て
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
の
予
防
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

始
業
式
で
も
伝
え
た
よ
う
に
、
自
分
の
意
見
を
考
え
、
伝
え

る
力
。
そ
し
て
、
人
の
意
見
を
聞
き
、
判
断
す
る

力
が
必
要
で
す
。
２
学
期
が
始
ま
り
、
ま
ず
は
、

将
来
の
進
路
を
考
え
、
今
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
実
践
し
て
い
く
時

期
が
来
ま
し
た
。
特
に
、
３
年
生
は
卒
業
後
の
進

路
を
決
定
す
る
大
事
な
時
期
で
す
。 

   

時
間
を
味
方
に
し
て
、
本
気
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
明
る
い
未
来
を
勝
ち
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

充
実
し
た
２
学
期
を
送
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

  

 ２
学
期
が
始
ま
り
、
文
化
祭
本
番
に
向
け
て
各
学
年
で
準
備

が
着
々
と
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
当
日
一
年
生
は
、
ク

ラ
ス
合
唱
と
全
体
合
唱
の
舞
台
発
表
と
「
平
成
の
住

一
」
と
い
う
題
の
ち
ぎ
り
絵
の
作

成
。
２
・
３
年
生
は
、
テ
ー
マ
を

決
め
て
各
ク
ラ
ス
で
演
劇
を
発
表

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
私
の

意
見
」
発
表
、
英
語
暗
唱
、

「
カ
ナ
ダ
派
遣
研
修
報
告
」
な
ど
の
発
表
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
取
り
組
み
を
通
し
て
皆
さ

ん
の
が
ん
ば
る
姿
を
し
っ
か
り
と
見
せ
て
も
ら

っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
日
の
詳
細
は
、
１０
月
号
で
お
知
ら

せ
を
し
ま
す
。 

 

２
学
期
に
入
り
、
粉
浜
小

学
校
で
調
理
さ
れ
た
給
食
が
、

本
校
の
給
食
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
で
は
、

ご
飯
は
温

か
か
っ
た

の
で
す
が
、

主
菜
（
お

か
ず
）
な
ど
は
冷
蔵
さ
れ
、
冷
た
い
ま
ま
で
し
た
。
給
食
に

な
っ
て
、
調
理
し
た
ば
か
り
の
も
の
を
、
温
か
い
も
の
は
温

か
く
食
べ
る
こ
と
が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
食

前
に
は
、
食
材
な
ど
の
解
説
が
あ
り
、
栄
養
面
で
意
識
を
持

っ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

  

中
学
校
生
活
は
、
人
生
の
基
礎
、
基
本
を
学
ぶ

と
こ
ろ
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
学
校
で
も
っ
と
も
長

い
時
間
過
ご
す
の
は
授
業
で
す
。
そ
の
授
業
を
１５

日(

土)

、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
参
観
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
日
、
選
択
制
の
学
校
説
明
会
を
多
目

的
室
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
１２
日
か
ら
皆
さ
ん

の
授
業
の
様
子
を
参
観
し
て
い
ま
す
。
概
ね
、
熱

心
に
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
積
極
的
に
発

言
・
発
表
す
る
生
徒
や
顔
を
し
っ
か
り
上
げ
て
先
生
の
言
葉

を
聞
き
逃
す
ま
い
と
す
る
姿
勢
の
人
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

中
に
は
、
集
中
力
を
欠
き
、
先
生
の
指
示
を
聞
い
て
い
な
い

人
も
い
ま
し
た
。
授
業
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
は
全
員
均
等
で

す
。
受
け
る
姿
勢
で
差
が
出
て
き
て
い
ま
せ

ん
か
。
後
期
時
間
割
が
始
ま
っ
た
ら
、
再
度

参
観
に
行
き
ま
す
の
で
、
さ
ら

に
熱
心
に
授
業
に
参
加
す
る
姿

勢
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。 
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部活動名 大 会 成 績 名 前 

吹奏楽部 
大阪府吹奏楽コンクール  

中地区大会 
銀賞 

 

 

 

 

 

卓球部 

 

≪夏季７Ｂ大会≫  

・団体の部―学校団体 

      ３年団体 

２年団体 

・個人の部 

 

 

 

第３位 

第３位 

優 勝 

 

第３位 

準優勝 

第３位 

 

 

 

 

 

上田君（３年男子） 

中村君（２年男子） 

大谷君（２年男子） 

男子ソフトボール部 大阪中学校優勝ソフトボール大会 第３位 

 

女子 

ハンドボール部 

 

大阪中学校選手権大会 第３位 

  

     剣道部 ≪秋季７B 大会≫ 

・男子団体 

 

・個人 

 

第３位 

 

 

準優勝 

 

 

 

 

 阪君（２年） 

 

陸上 

≪７B 大会≫ 

走高跳（１ｍ２５） 

走幅跳（４ｍ４５） 
３年女子 

東さん（３年女子 

寺家さん（３年女子） 

水泳 
・大阪中学生学年別水泳競技大会 

１年男子１００m 自由形 
第４位 

松山君（１年） 

 

  
社会人のマナー：｢この企画、私的には超ヤバいと思います！｣ 

9月4日の読売新聞に｢就活ＯＮ｣という記事がありました。就活をしている大学生向けの記事で
すが、皆さんにも参考になるかと思います。 
●｢学生言葉 極力控えて｣という見出しで社会人のマナーというテーマです。 
◇職場の上司や取引先との会話で、友人と話すような｢学生言葉｣が出ると軽い印象を与える。社会人に
なると接する年代の幅が一気に広がるので注意したい。 
就職情報会社のマイナビが昨年、新入社員の言葉遣いで先輩が驚いた例を聞いたところ、「『マジで』

という言葉を平気で使う」「『超』や『ヤバい』を多用する」などの声が寄せられた。 
新人が使いがちなＮＧワードとして「めっちゃ」「私的には｣「ぶっちゃけ」「～っすね」などもある。 
マイナビ編集長の高橋誠人さんは、「ビジネスの交渉や営業の場面では、一人ひとりの社員が会社の看

板を背負うことになる。話している内容やアイデアが良くても、学生気分が抜けない言葉遣いは心証を
悪くしてしまう」と指摘する。 
意味が曖昧な言葉も注意が必要だ。例えば、「やばい」は、若い世代は「すばらしい」といった肯定的

な意味で使うが、40～50 歳代以上の世代は『危ない』と否定的にとらえるのが一般的だ。｢普通にお
いしい｣も、若者は「すごくおいしい」という意味で使い、世代間ギャップがある。 
学生言葉から脱するにはどうしたらいいのか。「自分の言葉遣いの癖を友人や親にチェックしてもらう

といい」と高橋さんはアドバイスする。大学のキャリアセンターの面接練習で指摘してもらうのも手だ。 
相手に対して丁寧でへりくだった印象を与えるためには、｢クッション言葉｣を覚えておくと便利だ。

相手に依頼する時は、冒頭に｢恐れ入りますが｣｢ご面倒をおかけしますが｣と入れ、断るときは｢残念です
が｣｢せっかくですが｣と添える。一呼吸置くことで余裕が生まれ、緊張したり、焦ったりして、学生言葉
がつい出てしまうことも少なくなる。 
ただ、高橋さんは｢言葉遣いを気にするあまり、思いや熱意が伝わらないのは、もったいない。まずは

話の中身を磨くことが大切だということも忘れないでほしい｣と指摘している。 
 
●「～っすね」を付け加えて、略式の敬語だと思ってしゃべっているおとなも子どもも見かけますが、

間違った使い方であると認識して、正しく言葉を選びましょう。 

夏
休
み
中
に
あ
っ
た
大
会
や
発
表
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
形
と

し
て
現
れ
た
結
果
で
す
。
し
か
し
、
が
ん
ば
っ
た
け
れ
ど
成
果
に
表
れ
な
か
っ
た
部
活
や
選

手
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
悔
し
い
思
い
を
し
た
人
も
、
今
回
の
結
果
を
省
み
て
次
回

に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
！ 

編集後記 
夏休みが終わり、1カ月
以上が経ちます。夏休み
中には日ごろ経験ので
きないことを体験でき
た人たちもいたことで
しょう。1年生宮本さん
は、住之江区の海外派遣
研修でカナダに行き、語
学研修をしてきました。
文化祭でも発表をして
くれました。その他でも
授業がない夏休みだか
らこそできた経験があ
ると思います。しかし、
直接体験だけではなく、
読書をして間接体験を
楽しむという方法もあ
ります。火曜日は図書館
デ―です。図書館を利用
して間接体験を楽しん
でみてはどうですか？ 


